
 

１ 定着状況についての概要 

４年 
〇「基礎」「活用」ともに目標値を大幅に下回っている。 

５年 
〇基礎と活用の項目において、どちらも目標値を１０点以上下回ってい

る。 

６年 
〇基礎や活用、全体の正答率で目標値を上回っているが区平均よりは低

い。 

〇単元ごとに見ると目標に達していないところがある。 

７年 
〇物の燃え方以外の分野は、全て目標値に届いていなかった。 

８年 
〇 「活用」についての正答率が目標値を下回っている。 

〇 特に「地球」の領域の正答率が著しく低い。 
９年 

〇 「基礎」についての正答率が目標値を下回っている。 

〇 特に「エネルギー」の領域の正答率が著しく低い。 

 

２ 具体的な課題 

４年 
〇「身近なしぜんのかんさつ」「植物の育ち方」について、正答率が低い。 

５年 
〇特に「天気のようすと気温」、「月と星」、「物の体積と温度」の３単元にお

いて、目標値を大きく下回っている。 

６年 
〇ふりこのきまりの単元の正答率が低い。 

〇基礎よりも活用を苦手としている傾向がある。 
７年 

〇生物、地学、物理分野である植物、月と太陽、てこのはたらきに課題が

見られる。 

８年 
〇 基礎となる知識・理解の正答率が低く、領域では「地層」に関連する問

題の正答率が目標値を大きく下回っている。 
９年 

〇 基礎となる知識・理解の正答率が低く、領域では「電流の正体」に関連

する問題の正答率が目標値を大きく下回っている。 

 

３ 課題の原因として考えられること 

４年 
〇観察活動では、目的意識を持たず取り組んでいる。 

〇観察や実験から得た事実と自分の考えを結び付ける力が弱い。 
５年 

〇第４学年で学習した内容が十分に定着していない。 

〇学習した内容を復習する機会がなく、内容を忘れている。 

６年 
〇知識を日常生活などで活用することをしていない。 

 
７年 

〇基礎に比べて、応用・記述問題の正答率が低い。 

 

８年 
〇文章を読み取る読解力が低いことや、基礎基本の知識・理解が定着し

ていないため、全体的に正答率が上がらない。 
９年 

〇文章を読み取る読解力が低いことや、基礎基本の知識・理解が定着し 

ていないため、全体的に正答率が上がらない。 

 

 

４ 課題解決のための方策 

４年 
〇観察や実験をさせる場合、目的意識を持たせ、必要な視点を意識させ

る指導を行う。 
５年 

〇授業内において、前年度に学習した内容との関連を示したり、既習事項

を使った活動を用意したりするなど、内容を復習できる機会を増やす。 

６年 
〇実験の計画を考えることを授業内で増やしていく。 

〇実験の予想の理由を考えさせ推測させる。 
７年 

〇基礎問題を取りこぼさないための知識の定着を反復して演習を図る。 

記述問題を毎回の授業で数問行う。 

８年 
〇スモールステップで知識・理解の反復練習を行う。また、文章問題の時

間を多く設定し、問題文から現象を整理する力をつける。 
９年 

〇スモールステップで知識・理解の反復練習を行う。また、文章問題の時

間を多く設定し、問題文から現象を整理する力をつける。 

 

 

５ 次年度の数値目標 

４年 
〇校内平均正答率を 50％以上にする。 

〇「基礎」の正答率を目標値に近づける。 
５年 

〇「基礎」の観点において平均正答率を１０％向上させ、目標値に達する

ことを目標とする。 

６年 
〇目標値の全項目の達成を目指す。 

〇区平均点に近づけるようにする。 
７年 

〇来年度は、目標値に届くことができるようにする。活用問題の正答率を

5ポイント高めること。 

８年 
〇領域「地球」において、目標値に近づけること。また、無解答の割合

を減少させること。 
９年 

〇領域「エネルギー」において、目標値に近づけること。また、無解答の割

合を減少させること。 
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